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第１回 新宿区リサイクル清掃審議会 

 

令和２年８月１１日（火） 

新宿区役所本庁舎６階第２委員会室 

 

１．開 会 

 

２．委員の委嘱 

 

３．区長挨拶 

 

４．委員及び事務局紹介 

 

５．会長・副会長の選出 

 

６．報告等 

 （１） 新宿区一般廃棄物処理基本計画（平成３０年１月）の概要について 

 （２） 令和元年度区が収集するごみの処理量・資源の回収量について   【資料１】 

 （３） 新宿区３Ｒ推進協議会令和元年度活動報告について       【資料２】 

 （４） 第１１期新宿区リサイクル清掃審議会審議予定について     【資料３】 

 

７．その他 

 

８．閉 会 

 

○その他 資料 

  第１１期新宿区リサイクル清掃審議会委員名簿 

  リサイクル清掃審議会 関係規定［抜粋］ 

  令和２年度 事務事業概要（環境清掃部） 

  資源・ごみの正しい分け方・出し方（令和２年３月発行） 
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  すてないで（令和２年３月１５日号） 

  ごみれぽ２０２０（東京二十三区清掃一部事務組合） 

 

○審議会委員 

出席（２１名） 

    会  長  小野田 弘 士       副 会 長  﨑 田 裕 子 

    委  員  松 川 英 夫       委  員  露 木   勝 

    委  員  藤 井 練 和       委  員  唐 沢 吉 治 

    委  員  安 井 潤一郎       委  員  森   まり子 

    委  員  松 永   健       委  員  吉 江 淑 子 

    委  員  船 山 和 子       委  員  田 邊 幸 三 

    委  員  松 永 多恵子       委  員  福 本   弘 

    委  員  高 野   健       委  員  上 野 昭 子 

    委  員  梶 原 安 臣       委  員  橋 本 泰 子 

    委  員  松 岡 滋 郎       委  員  渡 邉   翠 

    委  員  野 田   勉 

 

欠席（１名） 

    委  員  安 田 八十五 
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午後２時56分開会 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎開会 

○ごみ減量リサイクル課長 それでは、まだお時間まで少々ございますが、ご出席ご予定の方、

皆様おそろいになりましたので、始めさせていただきたいと思います。 

 これより令和２年度第１回新宿区リサイクル清掃審議会を開催させていただきます。委員の

皆様におかれましては、お暑い中、またお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

 私は、この審議会の事務局を務めます、ごみ減量リサイクル課長の小野川でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 本日は、第11期のリサイクル清掃審議会の第１回目ということであり、後ほど会長・副会長

の選出を行いますので、会長が選出されるまでは私が進行を務めさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本審議会の開催時期が例年より遅れま

したことをおわび申し上げます。 

 本日は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、間隔を空けるため、このような席

次といたしました。ご理解をいただきますよう、お願い申し上げます。 

 また、この後、ご発言をいただく際は机上のマイクをご利用願います。その際は、着座のま

までお願いしたいと思います。 

 それでは、次第に沿って進めさせていただきます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎委員の委嘱 

○ごみ減量リサイクル課長 次第２、委員の委嘱についてでございます。各委員の委嘱状につ

きましては、机上に配付させていただきましたので、ご確認をいただければと存じます。 

 よろしゅうございましょうか。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎区長挨拶 

○ごみ減量リサイクル課長 次に、次第３となります。吉住新宿区長よりご挨拶を申し上げま

す。 

○区長 皆様、こんにちは。新宿区長の吉住健一でございます。 

 審議会の委員の皆様には、大変お忙しい中、委員をお引き受けいただきまして誠にありがと
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うございます。 

 また、本来ですとお一人お一人に委嘱状をお渡しさせていただいているのですが、こうした

感染症を予防しなければいけない時期になっておりますので、机上にお配りをさせていただき

ました。どうかご了承いただければと思っております。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症の感染者は、日本国内のみならず世界的に増加をしてい

る状況であり、新宿区におきましても非常に多くの感染者が確認をされています。区は、国や

東京都などの関係機関や地域の皆様とともに、その対応に全力を挙げて取り組んでいるところ

です。今後も、日々変化する状況に応じまして、様々な対策等を講じてまいりますので、一層

のご協力をお願いいたします。 

 さて、廃棄物行政に関しましては、皆様もご承知のとおり、令和元年度は大きな転換点とな

りました。 

 一つは、昨年５月に策定された国のプラスチック資源循環戦略です。先月１日からレジ袋が

原則有料化になったことも、この戦略に基づく法令改正によるものです。この戦略では、2030

年までに使い捨てプラスチックの排出量を25％削減することをうたっており、庁内で開催され

る会議等でもペットボトルでの飲料の提供をやめるなど、新たな取組を進めているところです。 

 もう一つは、昨年施行された食品ロスの削減の推進に関する法律に基づき、国が本年３月に

食品ロスの削減の推進に関する基本的な方針を定めたことです。この中で、自治体には食品ロ

ス削減推進計画を策定するよう努めることが求められています。現在、東京都がこの計画を策

定中ですので、その内容が明らかになった時点で、区の計画の策定について検討してまいりま

す。 

 廃プラスチックの削減も食品ロスの削減も、世界的に解決すべき課題として、ＳＤＧｓにも

掲げられたものであり、区も積極的に取り組んでおります。今後、こうした取組に関しまして、

委員の皆様のご意見いただきながら、区の方針や具体的な施策等を定めていきたいと考えてお

ります。ご意見やご助言など、お力添え賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 結びとなりますが、委員の皆様のご健勝とご活躍を心より祈念いたしまして、私の挨拶とさ

せていただきます。また、任期中、よろしくお願いいたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎委員及び事務局紹介 

○ごみ減量リサイクル課長 それでは、続きまして次第４、委員の皆様のご紹介を申し上げま

す。大変恐縮ではございますが、お名前をお呼びした委員の方はご起立いただきますよう、お
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願いを申し上げます。 

 それでは、「第11期 新宿区リサイクル清掃審議会委員名簿」と書いてあるＡ４の紙をご参

照ください。この名簿によりましてご紹介を申し上げます。 

 初めに、早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科教授、小野田弘士様です。 

○小野田委員 どうも、小野田でございます。よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、ジャーナリストで環境カウンセラーでいらっしゃい

ます﨑田裕子様です。 

○﨑田委員 よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、新宿区商店会連合会から、松川英夫様です。 

 続きまして、東京都資源回収事業協同組合新宿支部から、露木勝様です。 

○露木委員 よろしくお願いいたします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、東京廃棄物事業協同組合から、藤井練和様です。 

○藤井委員 藤井でございます。よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、牛込スーパー・コンビニエンス協議会から、唐沢吉

治様です。 

 続きまして、新宿区生鮮三品小売店連絡会から、安井潤一郎様です。 

 続きまして、東京商工会議所新宿支部から、森まり子様です。 

 続きまして、新宿区町会連合会から、松永健様です。 

 続きまして、新宿区消費者団体連絡会から、吉江淑子様です。 

○吉江委員 よろしくお願いいたします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、新宿区婦人団体協議会から、船山和子様です。 

○船山委員 よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、四谷清掃協力会から、田邊幸三様です。 

○田邊委員 よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、牛込清掃協力会から、松永多恵子様です。 

 続きまして、新宿西清掃協力会から、福本弘様です。 

 続きまして、新宿区エコライフ推進協議会から、高野健様です。 

 それでは続きまして、今期の公募委員の方をご紹介申し上げます。五十音順でございます。 

 上野昭子様。 

○上野委員 よろしくお願いいたします。 
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○ごみ減量リサイクル課長 梶原安臣様。 

○梶原委員 はい。よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 橋本泰子様。 

○橋本委員 よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 松岡滋郎様。 

○松岡委員 よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 渡邉翠様。 

 最後に、区の職員でございます。環境清掃部長、野田勉でございます。 

○環境清掃部長 野田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○ごみ減量リサイクル課長 続きまして、事務局職員の紹介をさせていただきます。 

 改めまして、私は、ごみ減量リサイクル課長、小野川でございます。 

 新宿清掃事務所長の中山でございます。 

○新宿清掃事務所長 中山でございます。よろしくお願いいたします。 

○ごみ減量リサイクル課長 ごみ減量計画係長の清田でございます。 

○ごみ減量計画係長 清田です。よろしくお願いいたします。 

○ごみ減量リサイクル課長 新宿清掃事務所事業係長の清水です。 

○新宿清掃事務所事業係長 清水です。よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 事務局を務めます、ごみ減量計画係の喜多でございます。 

 同じく丸山でございます。 

 職員のご紹介は以上でございます。 

 それでは、大変恐縮ではございますが、区長はここで公務の都合上退席をさせていただきま

す。 

○区長 よろしくお願いいたします。失礼します。 

○ごみ減量リサイクル課長 次に、資料等のご確認をさせていただきます。 

○ごみ減量計画係長 それでは、資料の確認につきまして、私のほうからさせていただきます。 

 上から順に、資料１、令和元年度区が収集するごみの処理量・資源の回収量について。 

 続きまして、資料の２といたしまして、新宿区３Ｒ推進協議会令和元年度活動報告。 

 続いて、資料の３、第11期新宿区リサイクル清掃審議会審議予定。 

 その他の資料といたしまして、机上に配付させていただきました。第11期新宿区リサイクル

清掃審議会委員名簿。新宿区清掃審議会関係規定の抜粋。続いて、環境清掃部、令和２年度事
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務事業概要。続きまして、資源・ごみの正しい分け方・出し方。広報紙「すてないで」、２年

の３月15日号になるものでございます。続いて、清掃一組の「ごみれぽ2020」。 

 区の一廃計画等と関係条例、規定・規則につきましては、お手元のファイルにしてございま

す。会議の終了後は、そのファイルについてはそのまま置いておいていただきましたらば、事

務局のほうで次の回、次回もご用意をいたします。 

 不足等の資料はございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、続きまして、本審議会に関する確認事項について、何点か説明をさせていただきます。 

 まず、机上のマイクの使用方法でございます。皆様の前にマイクがございますが、発言をさ

れる際は「発言」のボタンを押して、ランプが緑色に点灯しましたらばお話をください。終わ

りましたらば、もう一度押しますと終了となります。 

 次に、議事録についてでございます。本審議会では、速記者を配置し、議事内容について録

音・記録しております。作成した議事録につきましては、区のホームページ等で公開させてい

ただきますので、あらかじめご了承ください。 

 説明は以上になります。 

○ごみ減量リサイクル課長 それでは続きまして、本審議会の規定等について、概要をご説明

いたします。 

 今ご説明申し上げましたその他資料の中の「リサイクル清掃審議会 関係規定［抜粋］」を

ご覧ください。お手元、皆様、おそろいでございましょうか。 

 本審議会は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第５条の７に基づきまして、必要事項を区

の条例で定めております。 

 次の新宿区リサイクル及び廃棄物の処理に関する条例の第７条で審議会の設置を規定し、第

８条では委員数22名及び任期が規定されております。皆様には、これに基づき、これから２年

間、審議会委員としてリサイクル及び一般廃棄物に関する事案についてご審議をいただきます。 

 次の条例施行規則の第４条では組織の構成を、第５条は会長及び副会長についての選出方法

等を規定しています。本日は、会長及び副会長の選出をしていただきます。また、委員の定足

数については第６条で定めております。 

 なお、本日の審議会は、22名中21名のご出席をいただいているため、開会要件を満たしてい

ることをご報告させていただきます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎会長・副会長の選出 
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○ごみ減量リサイクル課長 それでは、次第５、条例施行規則第５条に基づき、会長と副会長

を委員の皆様より選出していただきたいと思いますが、どなたかご意見はございますか。 

○田邊委員 事務局に一任します。 

○ごみ減量リサイクル課長 では、会長は前期副会長の小野田委員、もう１人の学識経験者で

ある﨑田委員に副会長をお願いいたします。 

 小野田委員、﨑田委員にはお席をご移動いただき、ご挨拶をお願いしたいと思います。 

 それでは、会長からご挨拶をお願いいたします。 

○小野田会長 どうも、皆さん、こんにちは。早稲田大学の小野田と申します。よろしくお願

いいたします。継続の方は大分前からご一緒させていただいているところなんですが、今期か

ら会長ということで、改めてよろしくお願いいたします。 

 私自身は、ずっと西早稲田の理工学部のキャンパスに学生時代からおりまして、実は、ちょ

っとキャンパスの再編の関係で、ついこの間、早稲田のほうに引っ越したという。もともと早

稲田実業があったところに新しい建物が建っていると思うんですが、あそこのほうに。今日も

ちょっとそこから参ったんですが、そういう意味で、ずっと新宿区のほうで活動してきたとい

う者でございます。 

 ご承知のように、実は私どもの大学も結局、２週間ぐらい前まで試験も含めて授業をやって

いたんですが、もう全部オンラインでやりました。もう試験もオンラインで、入試もオンライ

ンというようなことを経験しまして、ただ、それでいいのかっていう議論がちょっと今まさに

内部でも行われていて、やっぱりオンラインの限界みたいなところですね。実はもう秋学期も

オンライン基本でやりますよという方針にはなっているんですが、ちょっとやっぱりそこの学

生との接点を持つようなということの議論がちょうど始まっているようなところなんですね。 

 そういった意味で、多分今のところ我々も、教育の在り方とかそういったことを考えなけれ

ばいけないフェーズに来ているんですが、多分、例えば地域との関係の中でどう考えるべきな

のかということも含めて、ちょっといろいろ考えさせられている今日この頃でございます。 

 それで、ごみに関しても、やっぱりこのコロナの影響というのは多分これから、例えば家庭

からのごみが増えて事業系が減るというのは、恐らく数字ではもう出ているところなんですが、

それがどういう方向に向かっていくのかですとか、あとは、感染症リスクということを下げる

ためのごみの出し方とか集め方みたいな話も、一部では議論始まっているというような状況が

ございますので、多分いろいろ、この審議会でつくってきた計画の前提条件みたいなところが

いろいろ揺れ動いてしまっている状況でのスタートになるのかなというふうに思っております。



－9－ 

そういう意味で、いろいろ皆さんと意見交換させていただきながら、前向きな議論を進めてい

ければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 私からは以上でございます。 

○ごみ減量リサイクル課長 ありがとうございました。 

 続きまして、副会長、お願いいたします。 

○﨑田副会長 どうも、﨑田です。よろしくお願いいたします。私も座ってご挨拶をさせてい

ただきます。 

 どうも、私も、これまでもこの審議会、いわゆる学識経験者ということで入らせていただい

ていました。仕事はジャーナリスト・環境カウンセラーとして、持続可能な社会づくりに向け

ていろいろ取り組ませていただいているんですけれども、特にやはり身近なところでの、地域

での環境活動というのは大変これから重要だと感じておりましたので、ご縁があって20年くら

い前から、本当にこの地域の皆さんと様々な環境活動を広げてきております。 

 そういう中で、今日の資料にもあります３Ｒ推進協議会、新宿区の３Ｒ推進協議会のほうも

関わらせていただいていて、ここではレジ袋を削減しようという呼びかけから、随分前に始ま

った会なんですけれども、その頃はレジ袋、みんなで減らすための協議をしていきましょうと

いう流れなんですが、ようやく法制度としてきちんとやっていきましょうということで、先ほ

ど区長のご挨拶にありましたように、７月１日から法制化されまして、いろんなところで進ん

で、皆さんもご尽力いただいていると思います。ありがとうございます。 

 それだけではなく、ここのところ海洋プラスチック問題、もっともっとプラスチック全体の

発生抑制から、使ったものはしっかり集めて資源化をし、またもう一回使っていくという大き

な流れも来ていますので、またこの地域で、どういうふうにしていくのか、今後のいろんな意

見交換もあると思いますので、一緒にやらせていただければありがたいなというふうに思って

います。 

 様々な課題が、コロナ後、いろいろ変化をしているという会長からのお話もありました。一

緒に考えていければと思いますが、世界的にも今、コロナをきっかけにして、何かしっかりと

投資をしなければいけないときは、持続可能な社会の実現に貢献するように取り組んでいこう

という、グリーンリカバリーの動きが大変強くなってきている。日本もみんなでそういうこと

も意識しながら、ゼロエミッションの中核として、やっぱり資源循環とか３Ｒというのもあり

ますので、この廃棄物審議会の中での取組もそういうゼロエミッションにも大きくつながって

いますので、皆さんと一緒に意見交換させていただき、仕組みを検討していければうれしいな
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と思っています。 

 よろしくお願いします。 

 会長、よろしくお願いします。 

○ごみ減量リサイクル課長 小野田会長、﨑田副会長、ありがとうございました。 

 それでは、ここからの議事進行は小野田会長にお願いいたします。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎報告等 

○小野田会長 はい、承知しました。それでは、改めてよろしくお願いいたします。 

 お手元の次第でいきますと、今５番まで終わって、６番から、報告などということで進めて

いきたいと思いますが、まず、６の（１）ですね。区の施策の基本となる新宿区一般廃棄物処

理基本計画の概要を事務局からご説明、お願いいたします。 

○ごみ減量リサイクル課長 それでは、一般廃棄物処理基本計画、概要版と呼ばれる、Ａ３を

二つ折りにしましたＡ４のもの、カラー刷りのもの、こちらのほうをご参照いただけますでし

ょうか。お手元にない方がいらっしゃいましたら、お声をかけてください。ファイルの中のほ

うに入っているかと思います。 

○小野田会長 黄色いファイルの。 

○ごみ減量リサイクル課長 黄色いファイルのほうをご覧ください。ファイルの中のほうに入

っているかと思います。 

○小野田会長 緑の冊子の次に入っていると思うんですが、そうですね。 

○ごみ減量リサイクル課長 皆様、「一般廃棄物処理基本計画〈概要版〉」というものをご覧

いただければと存じます。 

 一般廃棄物処理基本計画、本編のほうになりますが、この計画自体は平成20年から策定をし

ておりまして、この概要版が基になっておりますものは、平成30年から10年間、旧で言えば平

成39年、令和９年までの計画の概要をお示ししているものでございます。 

 計画策定の背景というところでございますが、今申し上げました前計画は平成20年度を初年

度として、29年度までの10年間を期間としたものですということです。この間、国内のリサイ

クル行政において資源循環型社会の形成など様々な取組が進みまして、国際的にも持続可能な

開発目標、区長のほうからありましたＳＤＧｓが採択されるなど、大きな方向性が示されたこ

とから、私どもとしましても、新たな視点を取り入れました一般廃棄物処理基本計画を策定い

たしました。 
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 その次ですが、計画の位置づけについて、また、計画期間については、今申し上げましたよ

うに、平成30年から平成39年（令和９年）までとなっております。 

 なお、この計画でございますが、廃棄物処理法、先ほど申し上げました廃棄物及び清掃に関

する法律、これに基づく計画となっております。 

 それでは、１枚おめくりいただきまして、中ページをご覧ください。Ａ３判になりまして、

通しのページになります。 

 私どもの基本的な考え方というのが左にお示しをしてございます。ごみの発生自体を抑え、

資源循環型社会を目指すこと、環境への負荷を抑え、効率的に事業を実施すること、こちらが

区の基本的な考え方でございます。 

 計画を策定いたしましたときの現状としての課題は、下に大きく３つのコメントがあります

が、家庭ごみの分別の徹底、資源化率の伸び悩み、事業系ごみの減量と資源化の推進、こうい

ったものが課題として挙げられるという認識でございます。 

 この課題に対しまして、私どもとしては４つの柱で取り組んでまいりたいと考えております。 

 まず１番、ピンク色の箱になりますが、ごみ発生抑制によるスリムな社会。発生抑制（リデ

ュース）、ごみになるものを入手しないということ。再使用（リユース）、使えるものはもう

一度使っていくということ。こういうことをさらに進めまして、ごみ排出量そのものを減らす

スリムな社会を目指してまいります。①から⑤の太字のところが、より細かく私どもの取組を

書き示したものとなっております。 

 続きまして２番、紫色の箱でございます。資源回収の拡充による循環する社会。資源の再使

用（リサイクル）を拡充いたしまして、資源を無駄にしない循環型社会を目指してまいります。

①から③までの太字のところが、私どものより具体的な取組方針でございます。 

 続きまして、オレンジの箱、事業者による適正処理とごみの減量・資源化を推進する社会。

事業者へ排出指導や事業系ごみの資源化推進を行い、事業者の排出責任による適正処理を行う

社会を目指してまいります。事業者に対しては指導やごみの減量・資源化の促進を促してまい

ります。 

 続きまして青の箱、適正なごみ処理を行う社会。多様化する社会に向けた普及啓発や、ふれ

あい指導の強化による分別の徹底、作業の効率化、災害時の対応、適正処理を行う社会を目指

してまいります。①から⑥番までの具体的な方針、取組となっております。 

 そして、この４つの取組に基づきまして、一番右でございます、ごみ減量の目標値。区民１

人１日当たりの区収集ごみ量について、平成27（2015）年度を基準といたしまして、この計画
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の終年であります平成39（2027年・令和９年）年度までに108グラムを削減し484グラム、区民

１人１日当たりの排出量を484グラムまで減らすということを、この計画は目標としておりま

す。 

 裏面をご覧ください。 

 この計画の推進体制と進行管理ということで、計画の進行管理につきましては、下に書いて

ありますＰＤＣＡサイクル、計画を策定し、施策を実行し、評価をした上で必要な見直しをし、

改めて計画として盛り込んでいくと、こういうことを考えております。 

 非常にかいつまんだご説明になりますが、新宿区のごみに関する基本的な姿勢、こちらのほ

うをこの概要版ではお示ししてございます。今後、ごみ減量リサイクルの推進というご議論い

ただく際には、この基本計画の中で示されている方針や、今後皆様方にご披露申し上げる具体

的な施策、こういったもので対応してまいりたいと考えているところでございます。 

 新宿区一般廃棄物処理基本計画〈概要版〉についてのご説明は以上でございます。 

○小野田会長 ありがとうございました。 

 この後、関連の報告がありますので、（２）、（３）ですね、議題でいきますと。令和元年

度区が収集するごみの処理量・資源の回収について、資料の１と、その後、新宿区３Ｒ推進協

議会令和元年度活動報告の資料２を、ちょっと続けて事務局のほうからご報告いただいて、そ

の後に議題ごとに質疑応答を行うという形で進めさせていただきたいと思いますので。 

 それでは、引き続き（２）から、事務局から説明をお願いいたします。お願いします、どう

ぞ。 

○新宿清掃事務所長 それでは、資料１の区が収集するごみの処理量・資源の回収量について

ご説明を申し上げます。新宿清掃事務所長の中山でございます。よろしくお願いいたします。 

 先ほど、会長のほうからもご案内ございましたけれども、今回、コロナということで、非常

にごみ量等も増え、いつもと、収集時間と違う時間に収集したりとか、それから、分別もなか

なか指導のほうが、いつものような指導はできない中、非常にご協力をいただきまして、何と

か無事にここまで収集を続けておりますので、本当にこの場をお借りいたしまして御礼申し上

げる次第でございます。 

 それでは、資料のほうのご説明をさせていただきます。 

 １、区が収集するごみ処理量の推移。こちらの資料は、この審議会に継続してご報告をして

いる資料でございますが、まず、１のごみの推移のところでいいますと、種類ごと、まず、燃

やすごみ、それから、金属・陶器・ガラスごみ、粗大ごみ、これらを区の収集のごみの計とし
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て出してございます。一番右のほうに今年度ご報告をする元年度の数値、それぞれ出ておりま

して、ご覧のとおりでございます。区の収集するごみの計が若干は増えてはいますけれども、

人口のほうがもっと割合としては増えておりますので、割り返したときの区民１人１日当たり

のごみ量、こちらで比べますと、560グラムから555グラム、僅かではございますが減少という

ところでございます。 

 次に、２番の区の回収及び集団回収による資源回収量の推移でございます。こちら、古紙、

瓶・缶、ペットボトル等、種類別にどのような回収量があるかということを、こちらもご報告

をしているものでございます。一番右のほうに元年度の欄がございますけれども、やはりそれ

ぞれの動きはございますけれども、例えば使用済小型電子機器等、こちらは行政のほうで抜き

取り、金属・陶器・ガラスごみの中から人を使って全部丁寧に抜いているとか、そういう仕組

みを入れるときに、こういう数字の動きというものが出てきますが、全体としては資源化が進

んでいるという傾向はございます。 

 ただ、前回このご報告を申し上げたときに、資源の量が増えるということが必ずしもいいこ

とではなくて、ごみも減らさなきゃいけないけれども、そもそも資源が資源として排出される

ということも少し考えなければいけないんじゃないかというふうに委員の中からご指摘を頂戴

して、今回は３番として、区が収集するごみ量及び資源回収量から見た区民１人１日当たりの

排出量の推移ということで、ごみプラス資源、そういうところでどのような排出状況にあるか

という表を付け加えさせていただいているところでございます。こちらのほうでご覧いただき

ますと、30年度、元年度というところで、若干ではございますけれども、やはり１人１日当た

り、ごみと資源を足したものについて、若干減っているという傾向でございます。 

 ただ、今、企業のほうも大変な努力をしていて、薄いもの、パッケージも薄く軽く小さくと

いうところになっておりますので、必ずしも私たちがちょっと努力していろいろやっていると

いうことよりも、全体として、社会全体の動きの中で、ごみを出さない、資源を出さないとい

うところが出てきているのかなと思っているところでございます。 

 それから、冒頭ちょっと申し上げました今回のコロナの中では、非常に、特に緊急事態宣言

出されていたときの金属・陶器・ガラスごみの出方とか、それから、古紙等の資源の出方、い

わゆる片づけごみ、それから粗大のようなものが非常に多くて、今も、この表でも、元年度も

既に粗大は随分増えていまして、このときには元年、ちょっとそれが本当に影響かどうか分か

りませんけれども、改元による断捨離だと言われたぐらい粗大が多かったんですが、今年はま

た特異な伸び方をしておりますので、来年またこのご報告をするときには、この２年度の数字
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というものは若干参考値というか、他の年と比べるのが少し難しいという数字が出るのではな

いか。いっとき、緊急事態宣言のときなどは古紙が前年比に比べていきなり40％アップとか、

そんなような数字になっておりましたので、ここはちょっと注意深く言っていきたいと思いま

す。 

 ただ、今もごみの量が増えているという傾向は続いておりますので、引き続き、この審議会

の皆様先頭に、またご協力のほうをいただきながら、私たちもできるだけ努力を続けていきた

いと思っております。よろしくお願いいたします。 

○小野田会長 じゃ、続けて（３）番のご説明をお願いします。 

○ごみ減量計画係長 では、続きまして、私のほうから…… 

○小野田会長 資料２ですね。 

○ごみ減量計画係長 はい。新宿区３Ｒ推進協議会の活動報告についてご説明いたします。 

 お手元の資料２をご覧ください。ホチキス留めで10ページぐらいある、冊子状になっている

ものでございます。こちらでございます。 

 新宿区３Ｒ推進協議会は、当リサイクル清掃審議会の答申を受けて、資源循環型社会構築の

ために、区民、事業者、区が連携して、ごみ発生抑制等に関わる具体的かつ実現可能な施策を

共に検討、提案、実施していこうという目的として、平成20年４月に設立されたものでござい

ます。 

 開きまして、４ページをお開きください。現在構成員の31団体の方々の名簿を掲載してござ

います。学識経験者といたしまして、座長にジャーナリスト・環境カウンセラーで当審議会の

副会長になられました﨑田裕子氏、また、副座長といたしまして、早稲田大学環境総合研究セ

ンターの永井祐二氏、それから、区民団体から９団体、また、新宿区商店会連合会、新宿区生

鮮三品小売店連絡会、それから、区内で店舗を展開しておられますスーパーやコンビニエンス

ストアさん８社のご参加をいただいております。また、百貨店関係者からは６社、その他事業

者２社のご参加をいただき、それから、公益財団法人新宿区勤労者・仕事支援センターと新宿

区ということで、31団体によって構成をされております。 

 以下、５ページ以降、令和元年度に新宿区３Ｒ推進協議会が取り組んできました内容を記載

しております。 

 主な活動といたしましては、買物の際にレジ袋を辞退したことが分かるレシートを持参した

り、環境に配慮した行動をすることでポイントをためる新宿区エコ自慢ポイントの運営ですと

か、食品ロス削減シンポジウム等を開催いたしました。例年実施しておりました３Ｒ推進キャ
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ンペーンイベントにつきましては、昨年の台風19号の影響により中止となってしまいました。

本年度につきましても、新型コロナウイルス感染症の影響により、例年どおりの開催は困難で

はございますが、代替手段等について現在検討中でございます。個々の活動等の詳細につきま

しては後ほど資料をご覧いただければと思います。 

 ３Ｒ推進協議会の報告につきましては以上でございます。 

○小野田会長 どうもありがとうございました。 

 それでは、ここで質疑の時間を取りたいと思いますが、進行の都合上で恐縮なんですけれど

も、ちょっと順番に、（１）の一般廃棄物処理基本計画についてまずお伺いして、その後、

（２）、（３）それぞれ伺って、その後に全体を通じて何かご意見等あればお伺いするという

形にさせていただきたいと思います。 

 それでは、まず最初に事務局からご説明があった一般廃棄物処理基本計画、この概要での説

明になりましたけれども、何かこの場でご質問等ございますでしょうか。 

 どうぞ、渡邉さん。 

○渡邉委員 先ほど、概要版でご説明いただきましたが、元の基本計画の中の27ページに、集

団回収の促進というところに、資源回収の集団回収への一元化など他の自治体の取組も参考に

しながら考えていきますというような一文があるんですが、これはこれからも行政のほうはや

っていらっしゃるつもりなんでしょうか。集団回収に一本化するという方向に進めていかれる

つもりなんでしょうか。 

○小野田会長 事務局から、いかがでしょうか。 

○新宿清掃事務所事業係長 新宿清掃事務所作業係長の清水でございます。 

 集団回収への一元化については、私どものほうでも、他の自治体の情報などは収集をしてお

ります。ただ、今回、古紙などが大変暴落しまして、集団回収事業者さん、回収業者さんが回

収を継続することが難しくなってきた場合などに、他の自治体で集団回収一元化をしているた

めの弊害というのも少し見えてきております。そういった状況も勘案しながら、新宿区として

集団回収の事業と、それから行政回収を、どのように兼ね合いをつけていくかというのは今後

さらに検討していきたいと考えております。 

○渡邉委員 ありがとうございました。 

○小野田会長 よろしいでしょうか。 

○渡邉委員 はい。 

○小野田会長 そのほか、計画について、いかがでしょうか。 
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 よろしいでしょうか。 

 じゃ、もし何か追加であれば、最後にまたご発言いただければと思います。 

 それで（２）番のほう、区が収集するごみの処理量・資源の回収量について。資料の１番に

ついて、何かご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 渡邉さん、お願いします。 

○渡邉委員 このごみの収集量というのは家庭ごみだけでしょうか。区は事業系一廃も集めて

いらっしゃいますよね。それと合わせた数量ですか、それとも家庭系だけですか。 

○小野田会長 お願いします。 

○新宿清掃事務所長 清掃事務所長です。 

 今まさにご指摘のとおり、ある一定の、少量と言われるところの事業所のごみも含めての数

値でございます。 

○渡邉委員 ありがとうございました。 

○小野田会長 そのほか、いかがでしょうか。 

 これ、ちょっと１点だけ確認ですけれども、先ほどの計画のほうで、ごみ減量目標に設定さ

れているのは、一番上の表の区民１人１日当たりのごみ量という形でよろしいですよね。だか

ら、今555になっているものを484に持っていきたいというのが計画になっているって、そうい

う対応になります。 

 よろしいでしょうか、この点については。 

 それでは、（３）番の３Ｒ推進協議会について、何かご質問等ございますでしょうか。 

 もしなければ、﨑田先生のほうから少し補足などいただければと思います。 

○﨑田副会長 ありがとうございます。 

 今、補足をと会長から言っていただいたんですけれども、最初の挨拶のときに少しお話をし

たので、もうあれでほとんど申し上げたいことは含まれていると思っていただければと思うん

ですが、この３Ｒ推進協議会は、事業者の皆さんと地域団体と、そして区と連携をしながら３

Ｒを現実に進めましょうという、そのための協議会ということでやらせていただいております。 

 最初は、容器包装のことを中心にやってきましたけれども、３Ｒの取組はいろいろな分野あ

りますので、食品ロス削減のこととか、あと、小型家電もしっかり集めましょうとか、衣類と

か紙とか、様々な分野の３Ｒをしっかりと進めましょうということで、皆さんと取り組んでき

ました。 

 さっきのお話のように、今年ちょっとイベントを駅でやりましょうというような社会状況で
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はないということで、残念ながら断念して、区ともご相談をしながら、10月のイベントは今年

はなしにしましょうということになっていますが、皆さんに、でも、３Ｒしっかりと暮らしの

中で根づくということに取り組んでいただけるような、情報発信はしっかりやりたいというこ

とでご相談していますので、また、この会議も、協議会にご関係いただいている皆さんも大勢

いらっしゃりますので、ぜひ一緒に取り組んでいければなと思っております。 

 なお、ちょっと具体的に食品ロスのことに関しても、実は今大きな、やはり食料問題とかい

ろんなことを考えると、まだ食べられるのに廃棄している食料が多いというのはとても問題だ

ということで波が来ておりますので、ぜひ一緒に、事業者の皆さんと消費者が連携をしながら

取り組めるような、そういう機会を増やしていきたいというふうに思っております。 

 あと、プラスチックに関しては、レジ袋の有料化、先ほど申し上げように、進んでいますが、

最近、テレビのいろいろな討論会など見ていても、プラスチックの中の２％ぐらいしかない重

さのレジ袋を減らしても、どんな影響があるのかという厳しいご質問されるような方もいらっ

しゃるんですが、これは、私たちのライフスタイルを見直すきっかけ、あるいは事業者さんが

物の売り方を見直すきっかけということでやっているんだというふうに私は理解しております

し、皆さんもそうだと思いますので、ぜひこれをきっかけに、物を大切にする暮らしとか、そ

ういうことを考えていければなというふうに思います。 

 よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○小野田会長 どうも貴重なご意見をありがとうございます。 

 それでは、まず（１）から（３）までで、何かご発言あればお受けしたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

 渡邉さん、お願いします。 

○渡邉委員 区が収集するごみの処理量・資源の回収量について、ここに表が載っています。

この10年間で人口が３万人ほど増えているのにもかかわらず、年々ごみ量が減っているという、

すばらしい結果だと思うんですが、このままだとこれでいいんじゃないかというふうに思って

しまいますけれども、事業系とそれから家庭ごみを分けて集計していただいたらどうでしょう

か。そういう、もし表がありましたら、私たちの課題というのもはっきりしてくるんじゃない

かと思います。 

○小野田会長 よろしくお願いします。 

○新宿清掃事務所長 本当に全く私たちもそういう数字が出せれば施策に生かしていきたいと、

そう思っているところです。 
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 ただ、実際は、同じ集積所に事業系のシールを貼って、同じ車両で全部積んで、それでスケ

ールで量って処理量を出しておりますので、もう全部収集した時点で混ざってしてしまうとい

うところでは、そこを分けるというところはなかなかできない。なので、事業所のごみの実態

というものをつかむのが難しいというところのジレンマもございますので、ここはちょっと今

後の課題としては考えております。 

 事業系のごみのことを気にしていただくってことは、やはり全体として、新宿のような繁華

街等を抱えているところにとっては、非常に重要なことだと思っておりますので、今後もこれ

をしっかりと、私たちも注意をしながら取り組んでいきたいと思っているところでございます。 

○渡邉委員 ありがとうございます。 

○小野田会長 ありがとうございます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

 もしよろしければ、議事を進めさせていただいて、その後またコメント等あればご発言いた

だければと思います。 

 それではもう一つ、報告などの（４）番、第11期新宿区リサイクル清掃審議会審議予定につ

いてということで、資料の３番の説明を事務局からお願いいたします。 

○ごみ減量リサイクル課長 Ａ４、１枚、右肩に資料３と書いてあるものをご覧ください。よ

ろしゅうございましょうか。 

 それでは、次回以降の審議会の予定については、ご説明をさせていただきたいと思います。 

 第２回、次の回につきましては本年11月、令和２年11月に開催を予定しております。 

 内容といたしましては、先ほどから話題に上がっております食品ロス削減、それと廃プラス

チック対策、こういったものに関して、国や東京都がどのように取組をするつもりなのかとい

う動向。また、実際の成果などについて、その時点で明らかになっているものについて情報提

供させていただきたいと考えております。 

 引き続き、区の取組方針に関する情報提供といたしまして、令和元年度、昨年度の一般廃棄

物処理基本計画に係る事業評価報告及び次年度以降の区の取組方針案についてご説明させてい

ただきまして、委員の皆様にご意見を頂戴したいと考えております。 

 先ほど概要版でもご説明申し上げましたＰＤＣＡサイクルのＣの部分、チェックの部分に当

たるご報告と、それから、次年度以降のＡのアクションの部分について、委員の皆様のご意見

を頂戴したいと考えております。 

 その次の第３回につきましては、令和３年２月開催を予定しております。令和３年度予算案
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におきまして区が実施する取組について、ご報告をさせていただく予定となっております。 

 また、その次の第４回につきましては、令和３年６月に開催を予定しており、令和２年度の

一般廃棄物処理基本計画の事業評価並びにそれ以降、第５回以降の本期11期の審議会の審議事

項についてご説明をさせていただきたいと考えております。 

 なお、本日は委員の皆様方にお集まりいただきましたが、第２回以降の審議会につきまして

は、先ほどから話題に上がっております新型コロナウイルス感染症の影響を考えまして、場合

によっては書面での開催とさせていただく場合もございますので、あらかじめご了承いただき

たいと思います。 

 事務局からは以上でございます。 

○小野田会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの資料３の内容等について、ご質問、ご意見等あればお伺いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 書面開催の可能性もあるということなんですが、その場合には多分、資料をお送りして、コ

メント、ご意見を書いていただくという形になろうかと思いますので、そうなった場合にはそ

のようにご対応いただければと思います。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、こうした内容で今後審議会を進めていくということで、まず、この段階ではご了

承いただければと思います。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 全体を通じて、何かご発言ございましょうか。 

 では、藤井さん。 

○藤井委員 東廃協の藤井でございます。 

 この食品ロス、節減という問題について、基本的に区としてはどういう考え方っていうか、

取り組むと。また、どういうところに焦点当てていきたいという、その辺の前提というか、こ

ういうものはおありでしょうか。 

○ごみ減量リサイクル課長 これまでに区としてやってまいりましたことは、食品ロス削減協

力店登録制度。いろいろな食品ロスを減らすために、例えばメニューの中で小盛りを選んでい

ただけるですとか、それから、残ったものをテイクアウトできるですとか、そういった取組を

していらっしゃる飲食店様、こちらのほうを私どものほうで登録してホームページでご紹介さ
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せていただくという事業。 

 それから、区民の方一般に来ていただいて、いろいろな先進事例ですとか、いろいろなユニ

ークな取組についてご紹介をするシンポジウム、ワークショップ、それと、一般の方々にいろ

いろな情報提供するために、地下鉄の駅や、例で挙げればアルタビジョンのような大きなビジ

ョンを使った情報提供。こういったことを、私ども、今まで取り組んできました。 

 こういったものによって一定の成果は上がっていると思っていますし、登録店制度につきま

しては、現在のところ40店舗弱という登録店でございますので、これを一層増やすことによっ

て、登録店を利用される、つまり、飲食店を利用される方々、また、飲食店を経営される方々

の食品ロスに対する削減の方向性、打ち出しというのをお知らせしていただければというのが

今後大きな点として考えられるところでございます。 

 また、新たな食品ロス削減の取組ということで、今申し上げた飲食店などで発生する突発的

な食べ物、材料などが余ってしまったときに、いろいろな新たな取組、フードシェアリングと

いう取組がございます。その余ってしまった食品を加工して、少し安めに売り出していただく

とか、会員制度にして、そこの会員になっていただくことによって、そういった余ったもの、

または、ノーショーと呼ばれる、予約していたんだけれども来ないというようなお客様がいた

際の対応策ということについて、いろいろな取組をさらに進めて、区としてそういった事業者

との連携を進めていきたいというふうに考えています。 

 今までは区民の方に対して重点を置いて、どうやったら食品ロスを削減できるかということ

をいろいろ考えてまいりました。これについては、もちろん今からも継続していくんですが、

今後は、飲食店などの食品ロス、こういったものを削減するためにはどういった有効な取組が

あるのかということについて、いろいろな試行錯誤も含めてですけれども、新たな方策などを

取り入れながら、我々としては取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○小野田会長 いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○藤井委員 すみません、ちょっとあんまりよく、分かりづらかったんですが。例えば、今こ

の余ったものをどうするって、余ってからは間に合わないと思う、多分ね。それは、それこそ

冷凍でもして、その受けるところはもう決まっていますというとか、くださいと、こういうよ

うなところもつくっていかなければ、なかなか、多分難しいんじゃないかなって。 

 僕、実は、私どものお客さんの中から、要するに非常用の食料、期限が来るので廃棄しても



－21－ 

らいたい、こういう依頼がありまして、実はお米を３トンほど、その中から出てきたものがあ

りまして、どこかに寄附しようと思っても、受け取る団体というものを探すのは非常に難しい。

それから、受け取るについての条件が非常に難しい。そういうこと、多分、皆さん知らないし、

それから、どういうところからそういうものが出てくるかっていうことが、多分念頭にないん

じゃないかと。 

 僕も今まで、水を捨ててくださいとか、お菓子を捨ててくださいとかというのは何回かあっ

たんですけれども、もちろんそれは外に出せないからということで処分してきましたけれども、

お米ってさすがにもったいないなと。白米、玄米、ずっとあって、全部自分で確認に行って、

玄米、コクゾウムシが出るんですよね。そういうの見て、ところが、今の若い人たちはもう虫

がついとるって。昔の古い日本人は、そんなの当たり前だよと、玄米に虫が出るのは当たり前

なんだと。そういうこともあって、いろいろ手打って、それは全部、実は栃木県のほうにお願

いをして処理したんですけれども、受け取ってもらって。 

 やっぱりそういう、例えば食品ロスって言葉はいっぱい聞いているんですけれども、ここへ

頼めば、ここに話をすれば流れるっていうのは、区のほう、もしくはこの３Ｒの協議会の中で、

こういったものをつくっていかれないんだろうかというね。せっかく区の政策としてやるんだ

から、何かそういう、積極的な何かをつくってもらいたいなというのが一つあります。 

○小野田会長 どうもありがとうございます。 

 じゃ、コメント。 

○ごみ減量リサイクル課長 すみません、事務局でございます。 

 先ほど、例示の中で一つ、大事な取組を漏らしてしまいました。フードドライブという取組

を行っておりまして、月に１回ですけれども、新宿にありますリサイクル活動センター、２つ

ございますけれども、こちらのほうで余った食材などをご寄附いただきますと、子ども食堂さ

んですとか、福祉施設さんですとか、そういったところにお配りをするというシステムござい

ます。 

 ただ、今ご例示のありました３トンという量になりますと、さすがに私どものほうでも保管

ができないということがございます。 

 最近のはやりの言葉になりますが、ローリングストックという言葉がございまして、非常時

のために備蓄している食品を使いながら補充していくという考え方がございます。企業様など

では使い切れない食品というのが出てしまうということもございまして、私どもとしましては、

こういったローリングストック、または非常時の備蓄用の食品で期限が近づいているもの、こ
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ういったものにつきまして、どのように受入れをし、必要とされるところにお配りをしていく

のか、こういったものが一つ課題としてあることは事実でございます。 

 今、委員のほうからご指摘がありましたように、量の問題があることは事実ではございます

が、私どもとしては、その余ってしまった食、いわゆる飲食店から余ったではなくて、そうい

った生活の中から、または備蓄品などの中で使い切れなかったものについての再配布というの

ですか、必要とされる方への経路、こういったものの確立というのに区として取り組んでいく

ということも重要な課題だというふうに認識しております。 

 ご指摘ありがとうございました。 

 以上でございます。 

○小野田会長 何か。お願いします、﨑田さん。 

○﨑田副会長 すみません、先ほど、３Ｒ推進協議会でも何かそういう具体的な取組ができな

いかってお話があって、ぜひ今のお話のような、どういう課題があって、どういうふうなこと

があればみんなでより共有できるのかっていうのが、ちゃんと分かっていけるように努めたい

なというふうに思って伺っていました。 

 なお、先ほど区がご説明くださった資料３の、これからの審議会の予定というのを拝見する

と、今度の11月に、都が食品ロス削減計画、どういう状況かというのを情報提供いただけるよ

うな流れになっていますので、こういう流れも見据えながら、じゃ、新宿区はどういう食品ロ

ス削減の推進の方針をつくっていったらいいんだろうかっていう、そういうぜひお話合いがで

きたらいいなというふうに今のご発言で感じました。その中で、ぜひ今の災害備蓄、非常にビ

ルとかオフィスとか多いまちですので、災害備蓄をどうするかという問題も含めながら、事業

者の方の飲食店とか、そういう皆さんの問題と消費者の問題と、全体をみんなで話し合ってい

ければなというふうな感じがいたしました。 

 余計なこと一つなんですが、あと、災害備蓄は、それを専門にやって、問題意識を持ってい

る一般社団法人ができていますので、きっとそことご相談されたんだと思いますけれども、少

しずつ今、やはりそういう課題を対応するような組織が出てきているかなと思いますので、ま

た最新の情報を皆さんで受け取りながらと思います。 

 よろしくお願いします。 

○小野田会長 どうもありがとうございます。 

 じゃ、どうぞ、上野さんですね。 

○上野委員 すみません、今のお話に少し絡むんですけれども、今お話の中で、例えばお店で
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残ったものをテイクアウトしてもらうっていうお話があったと思うんですが、やっぱり主婦の

目線で、いろんなお店と付き合いがありますから、見ていると、残ったものをそのお店がプラ

スチック容器の中に入れて、持って帰って食べてくださいって渡したときに、そのプラスチッ

ク容器もまた不要になって、ごみになるわけですよね。 

 それで、やっぱりある程度の年配の方、私たちより上の方だと、お店に行って、例えば、そ

れこそおだんごでも何でも、入れ物を持っていくんですよ。それで、今は皆さん、買物の袋、

必要ですから、その中に空のタッパーを自分で持っていって、この中に、例えば「おいなりさ

ん何個ちょうだい」とか「この中におだんごを入れてちょうだい」とかっていうふうな、そう

いったお店とのやり取りを結構、私の近隣の商店街では見るんですけれども、やはりごみを減

らすことをもし考えるんであれば、先ほどの食品ロス協力店のシールを貼るのもいいでしょう

けれども、そこのところに文言として、例えばご自分で何か入れ物をお持ちくださいと、入れ

物を持ってきてくださったら、例えば、50円は分かんないけれども、例えば引きますよとか、

何かやっぱりそういったものをうたっていかないと、私たち、ここでいろいろ話、難しい話を

していても、都民の皆さんのほうまでにはそこはなかなか響きにくいので、本当にごみの削減

とかうまく回していくんであれば、そういったこと、細かいこと、ちっちゃいことですけれど

も、やっぱりそういうことからやっていかないと、なかなか皆さんの意識というか、そういう

のもうまく回っていかないような気がしました。すみません。 

○小野田会長 ありがとうございます。 

 何かございますでしょうか。 

○ごみ減量リサイクル課長 事務局でございます。 

 今、大変貴重なご意見を頂戴しました。顔の見える関係が成立しているところですと、そう

いった、やはり昔で言うところのお鍋持っていってお豆腐買うですとか、自分の持っている容

器の中に入れてちょうだいっていうようなところが成立するんだろうなっていうふうに思いま

す。いろいろと課題があって、なかなかそれを浸透させることは難しい部分はあるんですけれ

ども、私どもとしては大事な取組だというふうに考えています。 

 今ご指摘があったように、テイクアウトのための容器、お店のほうで用意されればワンウェ

イのプラスチックになってしまうという、非常に廃プラスチックの削減という点からいうと逆

行してしまうことになりかねません。 

 いろいろな方法があると思います。ごみを減らすために紙を使わないですとか、プラスチッ

ク類を使わないですとか、そういったところで、どこまで区民の方、住民の方にいろんな準備
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をしていただくのか。そして、それをお店側のほうがどういうふうに受け止めていくのか。両

方が必要なことだと思っていますので、必要性、重要性、そして顔の見える関係が成立するよ

うな取組にしていく必要が、区としてはあるんだろうなというふうに思っております。 

 今後、そういった容器の持参を前提とした持ち帰り、こういったことについても、どのよう

にすればうまくいくのか、検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○小野田会長 貴重なご意見、ありがとうございます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

 じゃ、唐沢さんから。 

○唐沢委員 今までの話と比べるとみみっちい話になりますけれども、飲食店に行って食べ残

したと、それをドギーバッグに入れて持っていきたいと。そういうふうに言われても、飲食店

のほうからだと、万が一食中毒が起こった場合、その責任はどうなるのかと、その辺の法的な

ことをやっぱり何とかしないと、これは成り立たないと思うんです。例えば、もうその店から

持って出たらその人の責任だと、そういうふうになれば飲食店の責任はなくなりますので、そ

ういうことが可能だと思うんですが、今はみんな、そういう面から断られると思います。 

 以上です。 

○小野田会長 はい、ありがとうさん。 

 じゃ、事務局から。 

○ごみ減量リサイクル課長 事務局でございます。 

 飲食店側から見れば、やはり安全の確保というのはもう必要な、不可欠なことだというのは

間違いございません。もちろん火の通ったもの、加熱したものをお持ち帰りいただく。生もの

はお持ち帰りいただかない。それは、生ものというと、どうしてもお刺身とかそういうイメー

ジになりがちですけれども、お野菜の類い、サラダの類い、こういったものもご遠慮いただか

なければいけない。そういったものを前提とするようなお持ち帰りの風土というのですかね、

そういったものがこれからまず身についていくことが一つあると思います。 

 それから、今、委員のほうからご指摘がありましたように、食品衛生上は食中毒が起こって

しまったら生産者の、調理者の責任になりかねません。そこのところをきちんと切り離して、

持ち帰られたものについては自己責任なんだというところのしっかりとしたご理解、持ち帰ら

れた方へのご理解。当然、消費する時間も、２日、３日後であれば危険性が高くなるわけです

から、持ち帰って速やかに消費していただくとか、そういった基本的なことも含めて周知をし
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ていかなければならないことだというふうに考えております。 

 トータルな、作る側、持って帰る側、消費する側、全てがトータルに理解をして、きちんと

ルールどおりに作り、渡し、消費するということができるように、我々としては周知を図って

いきたいと、このように考えています。 

 ありがとうございます。 

○小野田会長 じゃ、先に安井さん。 

○安井委員 すみません、食品ロス削減の協力店の話が出ていたのは、もちろんコロナの前な

んですよね。それで、役所のほうから、今協力店40店舗とおっしゃられたんだけど、新宿区内

の飲食店2,700店舗です。 

 それから、上野さん言われたように、何かやっぱりそこのところで面白み、楽しみがないと

っていうことは、そのとおりだと思います。 

 それから、今、課長が、持って帰った人の責任と。保健所ともやり取りしています。やり取

りしているんですけれども、持って帰った人の責任は一切言わないですよね。それで、こうい

うことやっていますからって言ったら、こういうのをやっていようが、食品ロスで協力してい

ようが、それは関係ありませんと。罰則かけるときは同じような形でやります。 

 今回このコロナでケータリングがいろいろなお店で増えてきたんですけれども、やっぱり

我々見ていて、ふだん、そこのお店で食べる飲食店がケータリングやる、すごく危ないんです

よ。要するに、お店で食べるのは、その場で食べてくれるから非常に分かりやすいんだけれど

も、持って帰った、それからまた届けたっていったら、いつ食べるか分からないんですね。も

うちょっと具体的な話すると、焼きジャケってありますよね。量を多くやるお弁当屋さんは、

あれは焼いていませんからね。焼き目つけているけれども、あれ、ふかしていますから。そう

しないと中まで熱が入らないんですね。 

 ですから、お店で出しているのと同じものを出しちゃ駄目だよというのは、今日、松川会長

お見えになっていますけれども、私も新宿区の商店会連合会ですので、商店街の中でそういう

やり取りして、それで変えてきているっていう現実もあります。 

 ですから、この食品ロスをやるときに、せっかくこういうことで商店街の中でうまく付き合

いが始まって、ネットワークはつくってきたら私は大きなチャンスだと思いますんで、うまく

動けるように。 

 それこそ﨑田さんに前に申し上げましたけれども、食べ切りました、食べ切りましたって言

ったら新宿区でやっているアトム通貨10馬力渡すって、これ、10円引きですよね。これ、出だ
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しのところ、新宿区が予算100万かければ10万枚出せるわけでしょう。ということは、1,000軒

の、2,700店舗が全部やるわけないから、1,000軒が1,000円ずつ出すことによって食べ切りが

できるわけじゃないですか。 

 それこそ、さっき上野さん言われたように、何かパッケージ持ってきて、豆腐って課長言う

けれども、豆腐、水槽の中へ入れる豆腐屋って、そんなに区内にないからね。大体パック入っ

ちゃっているから。それ以外のところで、パッケージ持ってきた人にはアトム通貨10馬力とか、

そんな形で、販売者側も、それからお客さんのほうも、やっぱり新宿区面白いねって言っても

らえるような形にしていただきたいなっていう気がします。 

 以上です。 

○小野田会長 ありがとうございました。 

 じゃあ、﨑田さん、どうぞ、どうぞ。 

○﨑田副会長 すみません、私が手を挙げたのはちょっと別なんですけれども、今、安井委員

が、いろいろ楽しくしたらどうかというご提案がありました。またそういう話は３Ｒ推進協議

会のほうでも意見交換できればというふうに思っています。 

 私が今ちょっとこのことで手を挙げたのは、先ほど、持ち帰る、その責任の持ち方に関して、

少し何か法的に整備したほうがいいんじゃないかっていうご意見がありました。そのことに関

して、私もいろいろと調べたり、やり取りをする中で、今の自己責任ということに関しては、

かなり明確に環境省と農林水産省と消費者庁─内閣府消費者庁と厚生労働省と、４省庁が一

緒になって、まずはお店で注文したのはしっかり食べ切ってください、けれど、どうしても食

べ残しをしてしまった場合には、自己責任の範囲で持ち帰るということは、持ち帰り食品ロス

を減らしてくださいというような通達みたいなことは、もうこれ、過去二、三年の間に２回出

ておりますので、法的な根拠ということになったら、それはもう明確に持って帰った人の自己

責任ということになっています。 

 ただし現実問題、さっき、実際に保健所からはそういう話は聞かないというのは、現実の保

健所のほうではそういうことを、あまり甘い情報を出してしまって、しっかりしない話が広が

ってしまうと困るということで、ご自分からはおっしゃらないんだと思いますけれども、法的

な整理はついているというか、状況にはなっております。 

 ですから、私たち消費者が、本当にどうしても食べ切れないけれども、火が入っていて、す

ぐには悪くならないと思うものに関して、お店の方と相談をして、自己責任で持ち帰りたいと

いって持ち帰るということは、こんな真夏ですとちょっと問題ですし、今これからコロナの問
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題とか、いろいろ考えなきゃいけないことありますけれども、今までの流れであればそういう

こと、今自己責任でということを広めていくということは大事な時期だと思います。 

 ただし、コロナのことを考えて、不用意に、あまり衛生的なことの慣れていないようなお店

がテイクアウトをどんどんしちゃうみたいなことになるのも困るというご指摘は、そのとおり

だと思います。そういう意味では、本当にコロナ前とコロナ後とちょっと状況変わっています

ので、皆さんとやはりちゃんとその辺の現実を、現実をきちんと情報交換しながら考えていけ

ればなと思って、ちょっと一言情報提供ということで、よろしくお願いします。 

○小野田会長 どうもありがとうございました。 

 そのほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 どなたかな。 

○松岡委員 公募委員の松岡でございます。 

○小野田会長 はい、よろしくお願いします。 

○松岡委員 ちょっと細かい話なんですけれども、先ほど渡邉委員のほうからもあったように、

集団回収というのってすごく再利用の有効な施策だと思うんですけれども、どんどん進めてい

くのが非常にいいんじゃないかと思うんですが、資源ごみの回収のときに、例えば新聞の回収

って、集団回収で買い取るときに、チラシが入っていると値段が変わってくるんですね。ある

いは、缶の収集のときに、アルミ缶とスチール缶が交ざっていると、やっぱり買取りの価格が

変わってくるので、それってもう少し、周知をするときに、缶の収集についてはアルミとスチ

ールを分けるとか、新聞紙、どうしてもチラシと一緒に入れる人がいるので、チラシは一般紙、

雑誌とか本のほうに入れるとか、そういう細かい周知すると、買取りの金額が変わってくるの

で、集団回収の金額が、掲示されている金額が非常に変わってきますんで、そういったところ

でモチベーションが上がってくると思うんです、実際に集団回収に協力している方のですね。

そこら辺について、資源ごみの回収のときの区分をもう少し細かく周知するとか、そういう考

えってどうでしょうか。 

○小野田会長 露木さん。 

○露木委員 これは私がやっていますんで、私のほうが説明いたします。 

 集団回収の新聞の中にチラシを入れちゃいけないということはないです。入れても結構なん

です。 

 それで、アルミ缶は、缶と溶かすあれが違うんですよ、スチール缶とアルミ缶は。アルミ缶

の中にスチール缶を入れちゃうとアルミにならないんですよ。それだから分けてくださいって。
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それで、スチール缶は我々もお金出さないと取ってくんないんですよ。それだから分けて、き

っちりアルミ缶はアルミ缶、スチール缶はスチール缶でやってもらっているんです。 

 そんなむちゃなことを言ってませんから。 

○松岡委員 意外と集団回収へ出される方でご存じない方が多いので。 

○露木委員 いや、それは確かにそうです。家庭の人だから、全部教えようっても無理です。

それは私たち業者が入っていれば、ちゃんとそこで選んで─選んでいると怒られちゃうんで

すけれども、うるさいって言われちゃうんですけれども。 

○松岡委員そうなんですよね。 

○露木委員 よって、ちゃんと持っていっています。 

○松岡委員 集団回収に参加される方って非常に意識の高い方が多いと思うので、そんなに難

しくないっていうか。 

○露木委員 そうです。難しくないんですけれども、やっぱり素人さんだから、細かく言って

も無理ですから、あとは私たちが行ってやっておりますから大丈夫ですよ。 

○小野田会長 多分だからご質問は、啓蒙的なところがどうかっていうお話だったと思うんで

すけれども。 

○松岡委員 そうです。そういうことです、はい。 

○小野田会長 それは何か、どなたがいいのかな。事務局からは何かございますか。 

 お願いします。 

○新宿清掃事務所事業係長 清掃事務所でございます。 

 今ご指摘がありました集団回収については、露木委員のほうからもお話がありましたように、

基本的には、集団回収実践団体、区民の皆様と回収事業者様の契約になります。回収する事業

者のほうで、こういったふうに分けてほしいというふうな条件でご契約をしていただくことに

なりますが、我々区のほうが集団回収を推奨しておりますので、私どものほうでも、集団回収

だけではなく行政回収も同じですが、今後、正しい分け方・出し方について、周知のほうを徹

底していきたいと思います。 

○松岡委員 ぜひ。細かく区分されればされるほど、結局有効に活用できるわけですよね。だ

から、そこら辺って別に、やる人は必ずやるので、幾らでも細かくやりますから、そこら辺っ

て周知すれば回収が上がるんじゃないかと思うので、ぜひお願いします。 

○小野田会長 そのほか、いかがでしょうか。 

 じゃあ、渡邉さん。 
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○渡邉委員 区のほうにお願いなんですけれども、ここで皆さんと一緒に検討する上で、なる

べく実態の分かるような、現状の分かるようなデータを出していただきたいと思います。 

 先ほど、家庭ごみと事業系一廃を分けて計算するのは難しいという。確かにそれはそうだと

思うんですけれども、例えば今お話の出た集団回収ですね、区のほうの表によりますと、集団

回収は10年間にどんどんどんどん団体数が増えて、問題ないというふうな数字になっているん

ですけれども、その集団回収の中にマンションの管理人さんがやっているマンション回収と、

それから町会とか、あるいは区民の有志がやっている集団回収と、両方あるんですが、マンシ

ョン回収のほうは、どんどんマンションが増えてきますし、そこに区のほうが多分働きかけて

いらっしゃるんだと思います。どんどん増えてきていますが、私たちのやっているような集団

回収というのは、メンバーが高齢化してきて、いつ潰れてもおかしくないと、そういう団体が

たくさんあるわけです。 

 それを一緒に集計してしまうと、そういう問題が見えませんので、なるべく実態が分かるよ

うなデータを提出していただきたいと思います。 

○小野田会長 何かありますか、コメント。 

○新宿清掃事務所長 清掃事務所です。 

 今、集団回収のお話、幾つか頂戴しております。 

 先ほど露木委員のほうでも実態に即したお話だと思うんですが、今、渡邉委員がおっしゃっ

たように、なかなか細かく、どんどんやればやれるけれども、そういう体力がある団体ばかり

ではないので、やはりご自分たちができる範囲で、そういうところのできる業者さんと交渉し

てやるという、その辺がまた民民のよさかというふうには思っていますので、きっちり分けら

れるところはきっちり分けていただいて、単価の高いということをモチベーションにしていた

だいて、集団回収、ますます続けていただきたいというところと、今おっしゃるように、まさ

に今までだったら町会の中の組織としてあったマンションが独立して、その分だけぽっかり違

う団体になって、団体数は増えているけれども、実態としては体力が低下しているというのは、

本当にこれは私たちも承知をしているところです。 

 今、委員のほうでおっしゃっているように、全部足してしまうと、あたかもうまくいってい

るようですけれども、中としてはちょっともう、一番体力のあるマンションのところが抜けて

いる状態というようなのは、私たちも、集団回収というのは、ただ、メリットはたくさんある

と思っているんですね。 

 地域のコミュニティというところもそうですし、自発的にリサイクルに取り組んでいただく
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というところもそうですし、コスト面ももちろんそうなんですけれども、いろいろありますの

で、今後もですね、先ほど事業係長のほうから、古紙の市況が落ちていることによって、もう

本当にご苦労いただいているところなんですけれども、なかなか業者さんも続けられないよっ

ていうところで、何とか業者さんも含めて集団回収のネットワークを続けていただくような取

組、これをちょっと私たちも、ただもう民民だから業者さんは頑張ってくださいねではなくて、

何とか民間業者の方も一つの集団回収の中に参画していただいているというところも大事に考

えながら、今後も取り組んでいきたいと思っております。 

○小野田会長 ありがとうございました。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

 じゃ、上野さん、よろしく。 

○上野委員 すみません、今度ちょっとまた別件なんですけれども、粗大ごみについてなんで

すが、私、戸塚地区というところに住んでおりまして、先生も西早稲田のほうにお住まいって

おっしゃっていましたが、ここにはリサイクル活動センターが２つあるんですね、高田馬場の

駅にある新宿リサイクル活動センターと西早稲田にあるリサイクル活動センター。 

 ここは家具を、不要になった家具を引き取って、それを直してリユース家具として販売して

いるわけです、これ、西早稲田のほうですけれども。そうすると、これってなかなか、直す方

もとても上手で、それで、本当に500円とか2,000円とか、割といいものが、きちんと直った状

態で、それで、買われる方もとても多いんですね。 

 また、例えば引っ越しをするとか、そういったときに家具って粗大ごみとして捨ててしまう

と、それこそ、まだ使えるものがトラックに投げ込まれて、もう何か、まだ使えるのになと思

うときもあるんですね。そのときは、何で西早稲田のほうに、リサイクルセンターのほうに電

話してくれれば直して販売して、また必要な人に買っていただけると思うんですが。 

 区のほうで、粗大ごみとして電話を受けて、トラックに積み込んで処分してしまうんでしょ

う、きっと。その家具と、リサイクルセンターの中でリユース家具として販売をするという、

そこの流れがうまく何かくっついていけば、粗大ごみのほうも少しは減っていくんじゃないか

なと思って、今回、私、公募のほうで、その部分もちょっとお示ししたいなと思って今日言わ

せていただいたんですが、そこの部分の連携というのは今後どのようにお考えなんでしょうか。 

○小野田会長 じゃ、課長から。 

○ごみ減量リサイクル課長 事務局でございます。 

 西早稲田リサイクル活動センターの今ご紹介をいただきましたリサイクル家具については、
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非常に人気がございまして、９割９分が売れてしまうというような状況でございます。大変好

評でございます。そうなんですけれども、直すための作業場所が手狭になってしまって、大変

苦労しているというところも一つございます。 

 粗大ごみとして出したものの中で、どうやったらリサイクルできるものをリサイクルのルー

トに乗せるかということについては、これ、非常に大きな課題だというふうに私思っています、

捨てるものとしての扱いを今していますので。 

 それがリサイクルするためのルートに乗せるためにはどういった、いろいろな手続ですとか、

出される方ご本人の了承みたいなものも必要になってくるかもしれません。それから、それを

売り物にすることについてのいろいろな課題というのもあるのかもしれません。そういったも

のを整理していく必要はあろうかと思いますので、いろいろと考えるべきことはあるのかなと

思います。 

 ただ、粗大ごみを減らすための取組の重要性については、もうまさに委員今ご指摘のとおり

だと思っていますので、何らかの工夫をできるようにしてまいりたいと考えております。 

○上野委員 今、粗大ごみとして捨てる方の了承が得られる、得られないという部分がありま

したけれども、これもやっぱり戸塚地区のちっちゃな地域の中で、パソコンとかで知って、割

とほかの区からもいらっしゃる方はあるんですが、やっぱり捨てる前に、そういったもの直し

てリユース家具として売るんだよっていうことを、もうちょっと新宿区のほかの地区の方に周

知していただくとか、そこら辺の部分を少し、今までちょっと怠っていたというか、もうちょ

っと皆さんに広め、知っている方は本当にもうたくさん、毎回のように連絡が来るっていう話

も聞いていますんで、やっぱり知らないっていうのはちょっと何かもったいない気がするので。 

 それで一度、西早稲田のリサイクル活動センターのほうに、皆さん結局、こういう委員さん

をされているわけですから、涼しくなってからでもいいので、足を運んでいただくと、本当に

立派な家具がいっぱいあるので、ちょっと見ていただけたらなと思います。 

 それで、ちゃんとチラシもあるので、リユース家具預かりますよっていうようなチラシもち

ゃんとできていますんで、そういったものを広めて、町会の掲示板ですとか、何かそういうと

ころで周知していただけたらありがたいかなというふうに思います。 

 以上です。 

○小野田会長 どうもありがとうございます。 

 ぜひ積極的に交流を進めていただければと思います。 

 そのほか、どうしても言い残していることがあればお受けしたいと思いますが、いかがでし
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ょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎その他 

○小野田会長 それでは７番、その他とあるいんですが、こちらは準備はございませんが、何

かございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、本日用意した議題は以上になります。 

 それでは、事務局のほうから事務連絡をお願いできればと思います。 

○ごみ減量計画係長 皆様、長時間にわたりご審議いただき、ありがとうございました。 

 次回の審議会のご案内につきましては、改めて郵送等でお知らせをいたします。 

 なお、本日の審議会の開催通知に同封させていただきました個人番号届及び支払口座振替依

頼書、本日ご持参いただいております委員の皆様におかれましては、審議会終了後、事務局、

後ろの職員のほうまでにご提出いただけますようお願いを申し上げます。 

 では、事務連絡、以上です。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

     ◎閉会 

○小野田会長 それでは、大変な中、どうもご参集いただきましてありがとうございました。 

 以上で本年度の審議会１回目を終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

午後４時28分閉会 

 


